英語語源研究･語源辞書について by 中村,幸一
明 治大 学 教 養 論 集 通 巻351号
(2002・1)pp.69--89
英語語源研究 ・語源辞書について



















70明 治 大 学 教 養 論 集 通 巻351号(2002・1)
eineNasalierungzuig.*pet-`fliegen,fallen'(vgl.aufetwasveifallen),zu
diesems.unterFeder.
findは究 極的 に印欧 祖語 の*pent－へ とさかのぼ り、 さまさ まな対 応語 を挙
げ ることがで きる。 ほ とんどす べての語派 に対応語 が存在 する語 は数え るほ
どしかないが(NormanBird,TheRootsandlVon-Rootsoflndo-European:A
LexicostatisticαlSurveyの統計 に よると14の語派 の うち、*pent－は8の 語派
(すなわちPokornyに従 うとブ リギア ・イ リュリア ・アルバニ ア ・ケル ト ・
トカ ラ ・ヒ ッタ イ ト以外の語 派)に 対応語 が ある こ とにな ってい る。14の
うち、過 半数 であ る8以 上の語 派 に対 応が あ る印欧語 根 は、前掲 書に従 っ
て計 算す る と20%にも満 たな い。 語源辞 書の比較 対照 の手 段 としてfindを
選 んだのは この ように、対応語 が多 くか つあ ま り特殊 な語 でない とい う基準
に よるもので ある。以下 に、 このfindをキー ワー ドに して、 この語 と語源
を同 じくす る印欧語 の代表的 な語源辞 典を対 比す る こ とに よって、語 源辞
典 ・語源研 究について考察 したい。
1``find"の記 述 の検 討
す でにFeistの初版(1909)のゴー ト語語 源辞典 で もKluge22,23と同 じ語
源 を採用 してい る。DeVriesの『古 ノル ド語語 源辞 典』"finna"ではな んの
断 りもな くただ対 応語 とみなされ る語を列挙 してい るので、 これ らの対応 が
自明のこ とと考 えてい るのは明 らかであ る:
finnast.V.`finden,besuchen;wahrnehmen'(<urgerm.『finpan),nisl.
far.norw.schw.finna,nda.finde.-got.nnクan,ae.as.ahd.findan,afr.
プinda;vgl.auchae.茄 αηundabl.ae.ノ μη4化 η,as.fund∂n,ahd.funden
`eilen'
_.lat.pons`bnike',gr.π6vτog`meer',π(豆vτog`pfad,tritt',ai.










しか し前 述 した よ うに、Kluge22・23は非 常 に慎 重 で、一 応 印欧祖 語 の*pet-
(飛ぶ ・落 ち る)の 鼻 音化Nasalierungがまず思いつ くと書 いてはい るが 、
結論はあ くまで も"KeinesichereVergleichsm6glichkeit"であ り、ゲル マン
語の語源辞典の 中で、 この語(の 対応語)に 関 して、 明示的 に 「対応 が明確
でな い」 という言及 があ るの はKluge22・23だけであ る。
またPokornyでは この二種 類 の語根*pet・と*pent－は別 の見 出 し語 に し
て い るの でKluge22,23は*pent・「行 く 進む」 がfindenの語根 で あ る と認
め た くない ようで ある(『英語語 源辞典』 で も巻末の 印欧語 根表で は別扱 い
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bestatigenla七in-venil「e,aslav.na-iti`finden',vgl.erfahren,fahnden,
Pfad.
従 って、第22版以降、 突如編集方針 が変 わっているこ とがわかる。
ところでPokorny(*pent-)では英語 のpathやドイツ語のPfadがイラン
語派 か らの借用 である としてい る:
germ.*paba-inags.ρ磁,Pfad,Weg'(engl.path),ahd.nhd.pfadstammt
wohlauseineriran.Mundart,vgl.av.pae-...
Kluge22・23は、 そ の 可 能 性 を 否 定 し て い る の だ が 、Mayrhoferの 『サ ン ス ク
リ ッ ト語 源 辞 典 』 で も"auseineriranischenSprachewohlauchgerman.
*papa-innhd.Pfad,engl.pathusw"でや は り こ の イ ラ ン 語 派 か らの 借 用 説 を
採 り 、Walde・Hofmann(pons)でも 同 様 で あ る:
πατξω"trete";idg.*♪扱 一;vgl.ags.pced,,Pfad,Weg"[engl.path],ahd.
nhd.pfad[Lehnw.ausdemIran.,nichtzunachstausπdτog,...])
『英語語 源辞典』 もおそ らくこれ らを参照 して この説 を踏襲 してい る。 しか
しこのよ うな一般的な 日常語が間を遠 く隔てた イラン語派 か らゲルマ ン語 へ
の借用 だ とい うのは荒唐無稽ではないだ ろうか。その為 か、 フラン スの辞書
(Chantraine,ErnoutMeillet)には このゲルマン語 に言及 した ものは ない。
さて、 この印欧語 語根*pent－に対 して 、ラ テン ・サン スク リッ トには名
詞 の対応 諾 しか 見 出せな い。 そ して フラン スの語源 辞書(Emout-Meillet,
Chantraine)には英 語や ドイツ語のfind,findenなどへ の言 及は まった くな
いの に対 して、 ドイツ ・ロシアの語 源辞典では(Friskのギ リシ ャ語 語源辞
典 を除 いて)、Walde-Hofmannのラテン語、Mayrhoferのサン スク リット、
英語語源研究 ・語源辞書について73












なお ギ リシ ャ語 では この語 根 のゼ ロ階梯 πぽoc「道 」 に加 えて、 πατεω
とい う動詞 がおそ ら く同語源 と考 え られ る(た だ しErnout-Meillet《pons》
にはndτog、そ して 「おそ らく」 π6vτogとい う記述 しかない)。Chantraine
(πατεω)で は慎 重 に πdrogとπ6vτogは同 じ 「道 」 で もその 性質 が根本的






したが って πdτogは語源不祥 という説 があって もかまわな いの だが、Chan-
traineもそ こまでは断定 していない。 これ が 『英語語源辞典』 に も反 映され
て いるのではないか と推測され る。
なお、『英語語源辞典』 ではロシア語 の対応語put'の直後 に"Sputnik"を
参照せ よ とあって、 これは親切 な記述 であ ると判断 で きる。 この語 は元来 が
「道連 れ、伴侶」 とい う原義の普通名詞 であ るが、c・nYT-HHKと分解 されて、
nyTbをす で に含 ん で い るせ い か、 代表 的 な ロシ ア語語 源 辞 典Vasmarや
Chernykhにも記載 が ないのであ る。 ス プー トニ クはOEI)には載 ってい る
が、Onionsにはな い。Kleinには詳 しい説 明があ る。 こうい う場合 も 『英語
語 源辞 典』 であ る と巻末の印欧祖語語根表 からさま ざまな語 を参照で きる。
今 の場 合で言 えば、findと一緒にSputnikも載 ってい るとい う具合で、楽 し
め るであ ろ う。 また 丘ndの項 には"Peripatetic"「適遥学派 」を参照 せ よ と
い う指示 もあ る。 こうい う風に、思い もかけない語 につなが ってい る とい う
の が、語源 のない し語源研究の喜びの一 つであ るか ら、 こうい う 「参照」 と
いう記号 に よって読 者をエン ターテインす るとい うことも重要 である と思わ
れ る。 ただ 、 しか し、なぜ 「行 く ・進 む」 ことが 「発見 する」 ことになるの
か とい う意味変化 に関 しては、 『英語語 源辞典』 に言及 がない。 この語源説
には与 しな いKluge2223にさえ説 明がある し("vgl.aufetwasverfallen"),
KleinやLehmannもロシア語(naj-ti,it-ti)、ラテン語(in-uenio,uenio)の
類似例 をあ げて説得 力あ る説 明を している。 サンスク リッ トに も「行 き着 く」
→ 「手 に入 れ る」 とい った例(∨ap,apnoti)があるので こ うい う意 味変化
のパ ターンの情報 は、 スペ ース との兼合 もあるが、語源記述の説得力 を増 す
ために も付け加 えるべ きであった かも しれ ない。
2諸 特色の検討
以下にOnionsやKleinなどにはあま り見 られない 『英語 語源辞典』 の特
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徴について述べ る。
2.1ラ テ ン ・ギ リシ ャ語 史 ・語学的視 点
結局の ところ英語の抽象語彙な いし知的 な語彙 はギ リシャ ・ラテンにさか
のぼ る ことが多いわ けだが、その古典語 自体の語源 はOnionsより詳細 であ
り、印欧祖語推定形 にまで言及 しているこ とがほ とん どである。 た とえば、
desiccateとい う動 詞は ラテン語 の過去分詞 か ら作 られた もの で、語尾 に－te
を含む ものはフ ラン ス語 にもイタ リア語に もない(dess6cher,disseccare)
(風間 「ギ リシ ャ ・ラテン起源 の英語」 『言 語』第13巻第7号64-68)。On-
ionsもKleinともにLsiccus`dry'で終 えて い るの に対 して 、『英語 語源 辞
典』は英語学 プロパーの レヴ ェル を離 れてラテン語学 ・ギ リシ ャ語 学の領 域
まで踏 み込 んだ記述 ・解説 を している:
◇ ラテン語 の第2要 素はIE*sε批 －to且owにさかのぼ り,「流れ出 る」
→ 「乾 いた」の意味 の変化 を経 た もの と説 明 されてい る.
フ ラ ン ス 語 ・イ タ リ ア 語 の 語 源 辞 典 で は ラ テ ン 語 よ り古 く さ か の ぼ る こ と は
ま れ で あ る か ら、 こ れ は ラ テ ン 語 語 源 辞 典 レ ヴ ェ ル の 記 述 で あ る と言 っ て よ
い 。 ち な み に 、Cortelazzo-Zolli(19992)にお い てseccoは``Lat.siccu(m)
(d'orig.indeur.)colder.siccare`seccare,asciugare'"で、seteは``Lat.







と印欧祖 語 が一応提 示 されてい る(た だ しErnout-Meilletはこれを採 らな
い)。
さて、『英語語 源辞典』braveの項 には 「Lbarbarusがr野蛮 な』の意 味
で用 い られ るの はAugustus帝以後 といわれ るが」 とあ る。 これ もラテン語
史 レヴ ェルの 記述 で 、 もち ろんOnionsにもKleinにも見 らな い もの で あ
る。お もしろい こ とにこの情報はErnout-MeilletやWalde-Hofmannのラテ
ン語語源辞典 に もないの だ。その典拠は不 明だ が、実 は、 しか し、名詞 な ら
すでにプ ラウ トゥスにさえあ るし、 カエサル に もキ ケロー に も出て くる。 以







ス族 との戦でハエ ドゥイ一族はローマ軍を支援 したし、逆に彼 らが内部
の、またセークァニー族 との紛争ではローマ市民の支援を得たのだ。そ
れをしらないほど野卑ではないし、情勢に無知なわけでもない。
considerの項 に は 「星 を 観 察 し て 運 勢 を 判 断 す る 占 星 術 に 由 来 す る ら し い
が 一 ・こ の 種 の 用 法 は 古 典 ラ テ ン 語 に は み ら れ な い よ う で あ る 」 と あ り 、
こ れ も 同 じ よ う な レ ヴ ェル の 記 述 で あ る 。 ち な み にCortelazzo-Zolli(19992)
に はVc.dotte,lat.considerare,letteralmente`osservaregliastri・(comp.
parasinteticodisidus,genit.sideris`astro')_とあ り 、 一 方Devoto(19682)
はverbodenom.dasidus,...che,colpref.com-,indical'osservazionedeglias一
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tri(alfineditrovareauspici)である一従 って、『英語語源辞典』は イタ リア
の もの よりラテン語学 的情報にお いて も豊富であ るこ とが分 かるであ ろ う。
butterには 「イン ド ・イラン ・北 ヨー ロ ッパでは古 くか ら常用食品 だった
が、古 代ギ リシ ャ ・ローマ人 に は知 られ ず、Herodotusの言及 が最初 で 、
GkboUtUronを初 めて用 いたのはHippocratesとされている」 とあ って、 こ
の記 述はChantraineにもFriskにもない ものである。
2.2ロ マ ンス語 的視 点
increaseの項 には 「現 代 ロマン ス語で はふ つ うLaccrescereからの発 達
形が用 いられて いる(Faccroftre/It.accrescere/Sp.acrecer)」。 これは英 語
その もの とは関係 がない。 しか しincreaseに類似 した フラン ス語 や イタ リ
ア語がな い という事実 に気づ いて疑問 が生 じた時 、 こうい う記述 は非常 に
親切 で有益 である。 同様 の ことはinterruptについて も言 う ことがで きる:
「なお,Finterrompre,Sp.interrumpirはLの不定詞 に由来 する」。英 語の場












keenの項 目に見 られ るのがゲルマン語学 的視 点であ る:
Gmc*kbnja2_は*lenδw-,*力死(w)_と 同根 と考 え られ る.し か しGmc
以外 には同根語 は見 当た らない.『鋭 い』 とい う現在の意 味は英語 に独
特 の ものであ る.
この語が ゲル マン語 に しかない とい う前半 の記 述はOnionsにもあ るが、後
半 の 「鋭 い」 とい う意 味 に関 わ る部 分 はOnionsにもKleinにもない し、
Kluge22・23にもみ られない もの である。
2.4イ ン ド ・イラ ン語派的視点
の見 られ る語 としては、その代表例 としてsaltがあげ られ るであ ろ う。salt
の項 には 「ちなみ にAvestaやRigvedaには 『塩』 を表す語 は用 い られてい
ない とい う」 とい う興味 深い記述 がある。 これは対応語 がない とい う訳では
ない。saltに対 応す るサ ンス ク リッ トのsalila－はRVに も見 られる古 い形 で
あ るが、「塩」 では な く 「海」 の意味であ る とい う事実 をふま えて いる と思
われ る。 やや時代 を下 る とAtharva-Vedaには 「塩」 とい う語(lavana-)が
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asusrasahsusrasoasatibhyoasattarah/
s《…horarasataralavanadviklediyasth//(17.76.1)
(ああ)剥 れ落 ち易 きもの よ り剥 れ落ちやす く、非在 よ り非在、sehuよ
り乾 き、塩 より崩 れ易 きもの。
こ の あ た り の 事 情 は 風 間 教 授 の 『こ と ば の 生 活 誌 』pp.154-158にThieme
の 説 な ど を 引 用 し て 、 い っ そ う 興 味 深 い 説 が 展 開 さ れ て い る 。 ま た 最 近Ka-
rinStUber,``ZuBedeutungundEtymologievonaltindischensdras-,iranisch
*harah-undgriechisch6'λog",HistorischeSprachforschung113,132-142カ～
語 根 は 異 な る の だ が 、saras－の 問 題 を 論 じ て い る 。 お も し ろ い 論 文 だ が 、 こ









上 掲 ヘ ブ ラ イ 語 ←Binyamin)はbene-yamTn(pl.)(原義)sons(=peo-
ple)ofthesouthから の 逆 成 に よ る.原 義 を`sonoftherighthand'(=?
goodfortune)とす る の は 通 俗 語 源(「 右 」 が 縁 起 が よ い と考 え られ た こ
と に つ い て はcf.DEXTER).
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Gen.4.1で「私 はひ とりの人 を得た(qanlthf)」としてCainと関係づけ
るのは通俗語 源.Beowulf107にCainescynne「カ・fンの一族」 の例が
ある.
ま た 、Aramaicの項 に は 「旧約 聖 書 の 原 語 の 一 部 で あ り,イ エ ス も
Aramaicを話 していた と考え られ る」とKleinにさえ見 られな い記述 がある。
2.6文 化詩 的視点
baroqueには 「イタ リアの画家FederigoBarocci(1528-1612)の名 にち






とあ るか ら、 「先駆者 」であ って、バ ロックではな く、マニ エ リスムの画家
であ る と思 われ る(3)。語 源的 には イタ リア語かポル トガル語 、さ らにア ラビ
ア語 に朔 及す る可能性 があ るが、Cortelazzo-Zolli(19992)にお いて この画
家 は言 及 されていない:1975年のLurati,"Originedibarocco"(γ汲1～o〃2αη－
ica34)では、伝統的解釈であ った 「ス コラ哲学の不 自然 な議論 ・言語」の
baroco(13世紀)と ポル トガル語 起源 の フラン ス語 で あ るbaroque(1531
年)「 ゆ がんだ真珠 」 が混涌 した(incrocio)とい う説 を退 け、北部 の イタ
リア方 言 「愚かな、奇妙な」であ るとしてい る(た だ芸術用語以外の 「奇妙
な」 の意 味 は フラン ス語 か ら(1701年)だ とい う)。 この 辞典 が出 たのは
1999年だ か ら 『英語語源辞典』編纂 中に参照は で きなか ったであ ろ う。 『英
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語 語 源 辞 典 』 の 参 照 文 献 に あ げ ら れ て い る の はDevoto(19682),Avviamento




とあ り、 これはCortelazzo-Zolli(19992)の退け た説 であ る。 とな ると、今
度 は この スコラ哲学者 たちの造語 といわれ るbarocoとい うラテン語 の語源
が必要 にな りは しないだ ろうか。 これが偶然 に、ゆが んだ真珠 と同音異義語
であ る とい う不 自然な点 も、Cortelazzo-Zolli(19992)において、 この語源
説 への疑問の一 つ とされてい るのであ る。
candleは「古 代ギ リシ ャ人 の間 では知 られて いなか った が,ロ ーマ人や
古代エ トル リア人の間では早 くから知 られて いた.ア ングロサ クソン人 のキ
リス ト教改宗 とともにOEに 借入 され,中 世 を通 じて教会用語 であ った」 と
あ り、 これ も生活誌的な、読ん で面 白 く、言語外 の知識 が得 られる記述 であ
る。 こうい う記述の姿勢 は、言語 を生身の人 間 ・生活 か ら乖離 させ るとい う






さを物語るものであろう」 と言語外の情報 が述べ られている。lungには
「LIGHT2『軽い』 と同根語.他 の内臓に較べて軽い ところからか」 とある。




sugarはイタ リア語 → フランス語 を通 して英語 に入 った語 だが、非 常 に詳
細 な文化詩 的記 述があ る:
原産 地 とその名称 は イン ドと考 え られ る.Straboによる と、ア レ クサ
ン ダー大帝 の部下 が 「蜂 のいない蜂蜜 」(melimeliss∂n磁oμs∂n)のこ
とに言及 した とあるが,そ の名 がギ リシ ャ ・ラテンの文献 に現われ るの
は紀 元1世 紀 の ころであ り,そ の ころはま だ薬 用 に用 い られる舶来 品
であ った.砂 糖 きび の栽培はは じめアラビア人 に よってイタ リア(シ シ
リー島)や スペ イン に導入 され,十 字軍戦役後 よ うや く,古 来の蜂蜜 に
代わ って 日常 の甘味料 となった.Pers.を経 由して いるのはは じめ ここ
で精 製 されたか らであろ う.
Cortelazzo-Zolli(19992)(zucchero)ではア ラビア経 由の イン ド起 源を採 っ






Wartburg(第19巻Orientaliaのアラビア語sukkarの見出語の も とに現代 フ
ランス語のsucreは見 出される)で は もちろん さらに詳 し く説 明が なされて
い るが、 『英語語源 辞典』 はち ょうどそれ を簡潔 にま とめ た ような文化詩的
記述 で、簡便であ る といえる。ちなみ にWartburgでは
Derindischename_sanskr.Sarhαnt,mittelind,ξα〃んα厄,Salelehard,ist
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erstim1.jh.n.Chr.indieokzidentalensprachengedrungen,dahergr.
σ巫Zα ρov,lt.SACCHARUM(Pliniususw.)
であ り、 究極 的にはサンスク リッ トか、中期 イン ド語に朔及す る と考 える;
一方 、Mayrhoferの『サンス クリッ ト語語源辞典』(§arkara)では
Aus(mittel)indischerQuellestammenzahlreicheLWWfUr,Zucker'wie
gr.σ(iκαρ,σd返X(ψ',σ 磁 κ(ψovn.(>lat.saccharzem),σdiκXαrPlgf.,...
neup.§α左αγ(>arab.∫ 励 磁 γ>italien.zucchero,nhd.Zuckerusw.)
と、 ここでは ド・イッ語 のZuckerはアラ ビア語 か らの借 入 とされてい る。 さ
て、 われ われの 『英語語源辞典』 は、慎重 に 「Arab.salkkarとGksjlekha-
ron_Pers.shakar,Skt5仇磁m－の関係は明確でない」 としてい る一 これは
ほぼOEDやOnionsの記述 に沿 った ものであるが、 ただ
◆MEsuger,sug(u)re,sucre,口OFsuk(e)re(Fsucre)口It.zucchero口?
MLsuccarum口Arab.s励磁 γ.
と、MLを 経 由 したか どうかに疑問符を つけ ている点 のみ が異 な ってい る。
疑問符の有無はr英 語語源小辞典』 のエピソー ドに もあった ように大 変な考
察の結 果で ある こ とがあ るので軽視 すべ き記 号 ではない。 お そ ら くこ こは
WartburgとMayrhoferそしてCortelazzo-Zolliの三 者 が 一 致 して い る の
で、 これ を根拠 にして ア ラビア語 で止 めずにイン ドまで(あ るいは疑問符
をつけた上で)遡 らせて もいいのではないかω。
2.7語 史的語源 の視 点
は しが きに もあるが、 もち ろんWartburgほどではな いに して も、『英語
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語 源辞典 』 には語 史 的語 源 の 記 述 が かな りある。 この 点 はフ ランスのEr-
nout-Meillet,Chantraineなど と通 ず る部 分 があ る(Wartburgはラテン語が
最終的 な語源 にな って いる場 合 は それ以上 瀕 及 していない ようであ る)。
た とえば、armyには 「OEで はhere_で あ った が,MEで まずHosTが
代 わ り,つ いでARMYが これ に代 わ る よう にな った」 とあ る ようなの が、
その例 である。
heroにはrOEで は`hero'あるいは`prince'を表す多 くの類 義語 が用い ら
れ,Beowulfだけ で もeetheling...をは じめ36語を数 え るとい う」 とい う興
味深 い情報 が提示 され ている。 こ うい う具 体 的な数字までが出て くる語源辞
典は まず ない。
同様 に数字 が示 されて い るの がtakeであ る。 この項 には、 「OEではゲル
マ ン共通語 のniman_が用 い られ てい た が,1100年ごろか らこのON借 入
語 がそれ と並ん で用 い られ る よ うにな った 」 と語史的 な記 述 があ り、 さ ら
に、古英語 か ら初 期中期英 語 のniman/tacanの分布 の問題 が、論文(Alarik
Rynell,TheRivalayofScandinavianand1VativeSynonymsinMiddleEnglish)
と、 その統計 が ともに引用 され て いるの であ る。
aroundは「1600年以前 には まれ でShak.やAVの いつ れに も用例 がない」
と記述 されてお り、 これは以下 に言及 す る英 訳聖 書 とシ ェイクス ピア とい う
この辞典 の柱 にかかわ る問題 であ る。
2.8各 時代の英訳聖 書 ・シ ェイ クス ピア への 言及
に関 しては 「は しが き」 にShakespeareの「使 用語彙 約3万 語 の うち特 殊
な ものを除 いた大 部分 の語」 とAuthorizedVersionの「6,568語のほ とん ど
を収録 し」た とあ る。astonishの項 には 「ち なみにAVで はastoneは10回,
astonishは34回用 い られて い るが,Shak.には前者 の用例は ない」 とあ り、
また引用 され る英 訳 聖書 も欽定 訳 だけ で は ない。 た とえばartの項 には、
「ちなみ に,AV,2Chron.16.14のApothecαriesarteに対 してWycl.Bibleや
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Tyndaleではcraftを用 いて いる」 な どというの がそ うであ る。 さ らにbake
には 「AVで はp.p.としてbaken5例に対 しbaleed2例があ る.Shak.では
baleedのみ」 や、becauseでも 「Tyndale(1526)のbecauseはAVでthat
とな って いる(cf.Matt12.10)が,Matt20.31ではこの意味のbecauseが用
い られ て い る.な お,AVで はbecausethatは20数回(Gen.2.3),forbe-
causeはGen.22.16,ノ城解∫6.22に用 い られている」 とかな り詳細 な記述が
見 られる。
foodの項では ゴー ト語 訳聖書 に も言 及がな され る:「聖書翻訳関 係で言え
ば,Goth.fo'deinsはGk批ψ舵 の訳 でbr∂maの訳語 にはmats_が 当て られ
て いる.WSGospelsでは ともにmetelというようにこの語源辞典 は 「ちな
み に」 とか 「なお」 と書 いてあるその後 の記述 が もっともお もしろい と言 っ


























































(1)本稿 は 日本 英 文 学 会 第73回大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 第10部門 「語 源 研 究 を 考 え る」(司 会
寺 澤 芳 雄 討 論 者 風 間 喜 代 三 講 師 飯 嶋 一 泰 、 松 村 剛 、 中 村 幸 一)に お け る
著 者 の 発 表 「印 欧 語 か ら見 た 『英 語 語 源 辞 典 』」 に加 筆 した もの で あ る。
(2)これ は 英 語 に限 った こ とでは な く、 古 典 ギ リシ ャ語 な どで は もっ と著 しい とい う。





(4)縮刷 版 で は や や 改訂 さ れ て お り、 疑 問 符 付 き な が ら、 最 終 的 に サ ン ス ク リ ッ ト起 源
とな っ て は い る 。 し か し、 疑 問 符 の 存 在 は 大 き い:Wartburg,Cortelazzo-Zolli
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(19992),Mayrhoferを完 全 に信 頼 して い な い とい う表 明 に な る か らで あ る。
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